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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年4月10日(2014.4.10)

【公開番号】特開2012-98691(P2012-98691A)
【公開日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2011-46126(P2011-46126)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   3/08    　　　　
   Ｆ２１Ｖ   5/00    ５１０　
   Ｆ２１Ｖ   5/04    １００　
   Ｆ２１Ｖ   5/04    ６５０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    １００　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から出射された光が入射する入射領域と、
　この入射領域に対して光軸方向において反対側に位置し、前記入射領域に入射した光を
被照射面側に向けて出射させる出射領域と
　を有する光束制御部材であって、
　前記入射領域は、前記光軸方向から見た形状が光軸を中心とした同心円環状を呈すると
ともに光軸を含む断面形状が鋸刃状を呈するような径方向において互いに隣接する複数の
突起部を有し、
　前記突起部は、
　前記光源から出射された光が入射し、この入射した光を屈折させる第１面と、
　この第１面に対して前記光軸を基準とした前記径方向の外側位置に形成され、前記第１
面から入射した光を前記出射領域に向けて全反射させる第２面と、
　前記第１面と前記第２面との間に、これら両面のそれぞれの前記光源側の端部に連接さ
れるように配置され、前記光源から出射された光が入射する第３面と
　を有し、
　前記第３面は、
　前記第１面に連接された一方の端部が前記第２面に連接された他方の端部よりも前記光
軸方向において前記光源側に位置するような前記光軸に対して傾きを有する傾斜面に形成
されているとともに、前記複数の突起部ごとの前記第３面に入射した光を、これら各第３
面の全体によって正のパワーを以て前記出射領域側に屈折させるように形成され、
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　更に、
　次の（１）の条件式、
　θ１＜θ２＜９０°　　　（１）
　但し、
　θ１：第１面に入射した光の第１面における屈折方向と第１面とのなす角度
　θ２：第１面と第３面とのなす角度
　を満足することを特徴とする光束制御部材。
【請求項２】
　光源から出射された光が入射する入射領域と、
　この入射領域に対して光軸方向において反対側に位置され、前記入射領域に入射した光
が内部入射し、この内部入射した光のうちの入射角が臨界角よりも大きな光を、径方向の
外側に向けて全反射させる反入射領域と
　を有し、前記反入射領域によって全反射された光が被照射面側に向かって進行する光束
制御部材であって、
　前記入射領域は、前記光軸方向から見た形状が光軸を中心とした同心円環状を呈すると
ともに光軸を含む断面形状が鋸刃状を呈するような前記径方向において互いに隣接する複
数の突起部を有し、
　前記突起部は、
　前記光源から出射された光が入射し、この入射した光を屈折させる第１面と、
　この第１面に対して前記光軸を基準とした前記径方向の外側位置に形成され、前記第１
面から入射した光を前記反入射領域に向けて全反射させる第２面と、
　前記第１面と前記第２面との間に、これら両面のそれぞれの前記光源側の端部に連接さ
れるように配置され、前記光源から出射された光が入射する第３面と
　を有し、
　前記第３面は、
　前記第１面に連接された一方の端部が前記第２面に連接された他方の端部よりも前記光
軸方向において前記光源側に位置するような前記光軸に対して傾きを有する傾斜面に形成
されているとともに、前記複数の突起部ごとの前記第３面に入射した光を、これら各第３
面の全体によって正のパワーを以て前記反入射領域側に屈折させるように形成され、
　更に、
　次の（１）の条件式、
　θ１＜θ２＜９０°　　　（１）
　但し、
　θ１：第１面に入射した光の第１面における屈折方向と第１面とのなす角度
　θ２：第１面と第３面とのなす角度
　を満足することを特徴とする光束制御部材。
【請求項３】
　前記第３面は、
　これに入射した光を、前記第１面および前記第２面のいずれにも入射させないようにし
て前記出射領域または前記反入射領域に向かわせるような方向に屈折させることを特徴と
する請求項１または２に記載の光束制御部材。
【請求項４】
　光源から出射された光を被照射面に照射する光学装置であって、
　前記光源における前記光の出射側の位置に、請求項１～３のいずれか１項に記載の光束
制御部材が、その入射領域を前記光源側に向けるとともにその光軸を前記光源から出射さ
れる光の中心軸に位置合わせした状態で配置されていること
　を特徴とする光学装置。
【請求項５】
　前記第３面は、前記光源から前記光軸に対して４５°以下の角度で出射された光が入射
するような前記入射領域上の範囲内に配置されていること
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　を特徴とする請求項４に記載の光学装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　前述した目的を達成するため、本発明の請求項１に係る光束制御部材の特徴は、光源か
ら出射された光が入射する入射領域と、この入射領域に対して光軸方向において反対側に
位置し、前記入射領域に入射した光を被照射面側に向けて出射させる出射領域とを有する
光束制御部材であって、前記入射領域は、前記光軸方向から見た形状が光軸を中心とした
同心円環状を呈するとともに光軸を含む断面形状が鋸刃状を呈するような径方向において
互いに隣接する複数の突起部を有し、前記突起部は、前記光源から出射された光が入射し
、この入射した光を屈折させる第１面と、この第１面に対して前記光軸を基準とした前記
径方向の外側位置に形成され、前記第１面から入射した光を前記出射領域に向けて全反射
させる第２面と、前記第１面と前記第２面との間に、これら両面のそれぞれの前記光源側
の端部に連接されるように配置され、前記光源から出射された光が入射する第３面とを有
し、前記第３面は、前記第１面に連接された一方の端部が前記第２面に連接された他方の
端部よりも前記光軸方向において前記光源側に位置するような前記光軸に対して傾きを有
する傾斜面に形成されているとともに、前記複数の突起部ごとの前記第３面に入射した光
を、これら各第３面の全体によって正のパワーを以て前記出射領域側に屈折させるように
形成され、更に、次の（１）の条件式、θ１＜θ２＜９０°・・・（１）（但し、θ１：
第１面に入射した光の第１面における屈折方向と第１面とのなす角度、θ２：第１面と第
３面とのなす角度）を満足する点にある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　そして、この請求項１に係る発明によれば、第１面と第２面との間に第３面を挟むこと
によって、突起部の尖鋭度合いが緩和された製造上無理のない設計を行うことができ、ま
た、第３面を複数の第３面全体で正のパワーを有するような傾斜面に形成したことによっ
て、第３面に入射した光を第２面における全反射を介さずとも被照射面に向かう光路上へ
と直接的に導光することができるので、不要光の発生を簡便かつ確実に抑制することがで
きるとともに、光源から出射された光を十分に効率的に利用することができ、あわせて、
製造性および歩留まりを向上させることができる。また、（１）の条件式を満足すること
によって、第１面に入射した光が第３面によって全反射されることを防止することができ
るので、不要光の発生をさらに有効に防止することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、請求項２に係る光束制御部材の特徴は、光源から出射された光が入射する入射領
域と、この入射領域に対して光軸方向において反対側に位置され、前記入射領域に入射し
た光が内部入射し、この内部入射した光のうちの入射角が臨界角よりも大きな光を、径方
向の外側に向けて全反射させる反入射領域とを有し、前記反入射領域によって全反射され
た光が被照射面側に向かって進行する光束制御部材であって、前記入射領域は、前記光軸
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方向から見た形状が光軸を中心とした同心円環状を呈するとともに光軸を含む断面形状が
鋸刃状を呈するような前記径方向において互いに隣接する複数の突起部を有し、前記突起
部は、前記光源から出射された光が入射し、この入射した光を屈折させる第１面と、この
第１面に対して前記光軸を基準とした前記径方向の外側位置に形成され、前記第１面から
入射した光を前記反入射領域に向けて全反射させる第２面と、前記第１面と前記第２面と
の間に、これら両面のそれぞれの前記光源側の端部に連接されるように配置され、前記光
源から出射された光が入射する第３面とを有し、前記第３面は、前記第１面に連接された
一方の端部が前記第２面に連接された他方の端部よりも前記光軸方向において前記光源側
に位置するような前記光軸に対して傾きを有する傾斜面に形成されているとともに、前記
複数の突起部ごとの前記第３面に入射した光を、これら各第３面の全体によって正のパワ
ーを以て前記反入射領域側に屈折させるように形成され、更に、次の（１）の条件式、θ
１＜θ２＜９０°・・・（１）（但し、θ１：第１面に入射した光の第１面における屈折
方向と第１面とのなす角度、θ２：第１面と第３面とのなす角度）を満足する点にある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　そして、この請求項２に係る発明によれば、第１面と第２面との間に第３面を挟むこと
によって、突起部の尖鋭度合いが緩和された製造上無理のない設計を行うことができ、ま
た、第３面を複数の第３面全体で正のパワーを有するような傾斜面に形成したことによっ
て、第３面に入射した光を第２面における全反射を介さずとも反入射領域に向かう光路上
へと直接的に導光して反入射領域において被照射面側に向けて全反射させることができる
ので、不要光の発生を簡便かつ確実に抑制することができるとともに、光源から出射され
た光を十分に効率的に利用することができ、あわせて、製造性および歩留まりを向上させ
ることができる。また、（１）の条件式を満足することによって、第１面に入射した光が
第３面によって全反射されることを防止することができるので、不要光の発生をさらに有
効に防止することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、請求項４に係る光学装置の特徴は、光源から出射された光を被照射面に照射する
光学装置であって、前記光源における前記光の出射側の位置に、請求項１～３のいずれか
１項に記載の光束制御部材が、その入射領域を前記光源側に向けるとともにその光軸を前
記光源から出射される光の中心軸に位置合わせした状態で配置されている点にある。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　そして、この請求項４に係る発明によれば、不要光の発生を簡便かつ確実に抑制するこ
とができるとともに、光源から出射された光を十分に効率的に利用することができ、あわ
せて、製造性および歩留まりを向上させることができる光学装置を実現することができる
。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　さらに、請求項５に係る光学装置の特徴は、請求項４において、更に、前記第３面は、
前記光源から前記光軸に対して４５°以下の角度で出射された光が入射するような前記入
射領域上の範囲内に配置されている点にある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】
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